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議会運営委員会 

 

令和４年１２月１４日（水曜日）午前 ９時３０分開会 
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委 員 大 野 恭 男 
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委 員 中 里 康 寛 
  

 

オブザーバー（２名） 

議 長 松 田 寛 人 副 議 長 相 馬   剛 

 

説明のための出席者（なし） 

 

出席議会事務局職員 

事 務 局 長 増 田 健 造 議 事 課 長 相 馬 和 男 
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兼庶務係長 

印 南 恵 子 議事調査係長 長 岡 栄 治 

主 査 飯 泉 祐 司   

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．挨 拶 

    ・委員長 

    ・議 長 

  ３．協議事項 

   ⑴「肥料価格等の高騰により影響を受けている酪農・畜産農家への支援を求める決議」について 

   ⑵その他 

  ４．閉 会 
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開会 午前 ９時３０分 

 

◎開会の宣告 

○齊藤委員長 急遽、お誘い申し上げましたところ、

お集まりいただきましてありがとうございます。 

  本日は、ちょっと１件ほど市議会のほうから決

議書のほうを提出したいということで、皆さんに

案をもんでいただきたいと思っております。 

  時間はそんなにかからないと思うんですけれど

も、こちらでもんでいただいた後に全協で説明を

して、また、この後に議会運営委員会がございま

すので、そちらで本審議をしていくという形にな

りますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  ただいまから議会運営委員会始めたいと思いま

す。午前中第１回目の部です。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎協議事項 

○齊藤委員長 それでは、協議事項に移ります。 

  ⑴「肥料価格等の高騰により影響を受けている

酪農・畜産農家への支援を求める決議についてで

す。 

  こちらは、全部僕でいいのかな。僕でいい。や

る。 

〔「委員長がつくっていただいたもので」

と言う人あり〕 

○齊藤委員長 分かりました。 

  じゃ、皆さん今、配信された内容を御覧いただ

いてよろしいでしょうか。 

  全体的な流れを申しますと、事の発端は公明ク

ラブさんのほうからこういった市民からの要請が

あるということで、常任委員会のほうに一旦御相

談がございました。 

  常任委員会でできることと、うちら議会運営委

員会でできることというのがそれぞれ分かれてお

りますので、常任委員会のほうにおきましては、

国・県に対する意見書の提出、我々この議会運営

委員会で出すのは、それを受けて市に対する決議

書ということで分かれておりますので、内容はほ

とんど一緒なんですけれども、市の部分が我々関

わっているということで御審議いただければと思

います。 

  内容については、ほぼほぼ文章は一緒なんです

けれども、一番最後のその物価高騰を受けて、こ

れまで国もたくさんの支援をしているんですけれ

ども、全国２位を誇る生産量の畜産業の那須塩原

市はとても状況が厳しいということで、市におい

ても独自に何かしら、こないだの10万円もいただ

いておりますけれども、支援ができないかという

内容になっております。 

  文書がだーっと書いてあると思うんですけれど

も、決議書の一番下の３行ですかね。よって市に

おいては、価格高騰の影響を可能な限り緩和し、

酪農、畜産農家の負担軽減により事業が維持でき

るよう下記の事項ということで、至急実現される

ように強く要望するということで、１から４番に

させていただきました。 

  田村代表とはお話ししてやらさせていただいた

んですけれども、一番上に実態調査をすぐ行って

くださいということですね。 

  ２番目は、そのマッチング。国がこういった政

策を出しておるので、その支援策を見つけてつな

いであげてくださいという内容になっています。 

  ３番目は、経営規模に応じた経営措置を講じら

れたいということになっています。 

  最後４番目が、この牛乳、乳製品のさらなる消

費拡大のために市が率先して、広報やＳＮＳ等を

用いてあらゆる機会を通じて販促をしていただき

たいということと、市議へ投げかけていただきた
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い、この４つにまとめてみました。 

  この内容で皆さんのほうの御意見をいただき、

大丈夫であれば、この状態のまま今度決議として

全協で説明させていただきたいと思っております

のでよろしくお願いしたいと思います。 

  皆さんのほうで何か質問。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 これは、この内容をここでもむんです。

それとも、この内容のものを議案として提出する

ことを議運で諮っている、どっちなんですか。 

○齊藤委員長 この今、私がこれ案として常任委員

会を受けて作っているやつなので、ここの内容で

もしもむものがあればもんでいただいて構いませ

ん。 

○鈴木委員 ここで、もんでいいの。 

○齊藤委員長 いや決議文ですから、ここで皆さん

でいいよという話になれば。 

  ただ、そんなに150％変わるような内容ではな

いとは思うので。 

  何かもしあれば。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 物価高騰じゃなくても酪農家はいつも

こんな気持ちを持っているんじゃないかと思うん

ですよ。 

  那須塩原市が２位になった原因というのは、要

因、原因と言うとあれだから要因だと、地元じゃ

ないところから会社経営で来たところが結構出荷

額が多くて、それで２位に押し上がったんじゃな

いかなというところなんですけれども、本市の酪

農の状況を考えると、やっぱりここに根づいてい

る人たちが、酪農家を一番支援してあげたほうが

いいんではないかなということを若干ここに多少

触れているような気はするんですけれども、この

決議文がそこを主体としているのかなというとこ

ろをちょっと確認したいのと、あと、これを議会

が出すということは、ある意味、要するに常に施

策には予算がかかるので、議会としてはいわば今

の予算の中でどれぐらいの予算をここに投じたら

いいんじゃないかという、それぐらいの試算はち

ゃんと持ってこれ作っているのかなというところ、

ちょっと確認したいなと思います。 

○齊藤委員長 大規模の営農している方々と個人で

やっている方というのをくるめての案にしか、や

っぱり小規模酪農家だけ救ってあげてくださいと

いうところは書けないので、基本的には先ほど言

ったとおり全国２位になったというのは、たまた

ま実績かもしれませんけれども、新聞にも報道に

もあったとおり、子牛が肉牛酪農家だと全然子牛

が売れない状態になっていたり、売れない要は育

てたくないから買わないとなっちゃって、その分

の餌を支給しているんですけれども間に合わない

という話を聞いたり、牛乳のほうも減産を頑張っ

ているんですけれども、毎日食べる牛にあげられ

る餌の干し草のほうはあったとしても、その配合

飼料のほうがどうしても輸出の円安の影響で直撃

しているという話をお聞きしたので、基本的には

全体が含まれているというのが一つ。 

  予算規模なんですけれども、確かに１件当たり

どういうふうにしたらいいんだという内容は、

我々で何か提案してできるというわけではござい

ませんが、国の支援のほうでは、前回からも一旦

支援が行われているのが配合飼料１本当たり

6,750円の案ということで、そういった国の施策

は多分既に入っているんではないかというところ

が想定されるんですけれども、ただ、それだけで

はちょっと暮らしていけないということと、本市

基幹産業ということなので、ここは決議という一

番最上位の位置で酪農家を救っていこうという思

いが入っていますので、ちょっと値段的には言え

ないのは申し訳ないんですけれども、内容的には
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皆さんでもんでいただいて、那須塩原市議会とし

て酪農家を救おうという思いは伝わればいいかな

と思っております。ちょっと説明になっているか

どうか分かりませんけれども。 

○鈴木委員 話として酪農家を救おうという思いは

入っていればいいかなというのは、それはそのと

おりだと思うんですけれども、例えば、世界の経

済となるとやっぱりトヨタが勝ち残るとすれば、

支援してくれというより自助努力をしっかりして

いるところがモデルで、那須塩原市が一番だと誇

るなら逆に那須塩原市が強みがあって大きくなっ

ているんだから、本来小さなところが状況が悪い

ところでなくて生き残りたいからというところ支

援していくというものだと思うんですよ。 

  だから、２番なのに支援してくれというのは、

やっぱりもうちょっとこう駄目なものは駄目だし、

何て言うんだろう。要するに、議会にすぐ要求し

てくるとすぐ対応するという、こう何て言うんだ

ろう。そういうポピュリズム的な議会であってほ

しくないと思っているのね。 

  だから、今回これ出すのは別に問題はないと思

うんです。これに対して不満はないんだけれども、

やっぱりちょっとこう何と言うかな。市民から要

望があったらすぐぱっと出すというんじゃなくて、

やっぱり１番はいいと思うんだよね、すごく。こ

の現状を見ていると。そこでどう対応するかとい

うところが、議会で出すんであれば、いいかなと

思っているんですよ。 

  だから、あまり過剰にぱっぱぱっぱ言われたら

すぐ反応するんじゃなくて、じっくり捉えていっ

て、タイミング的にはもうちょっと国がやってい

る施策を見ながら、那須塩原市に本当に必要な施

策を考えていくことがいいかなという気はするん

ですけれども、それは私の感想で、皆さんがこう

作ってきたものだから、何が、じゃこれおかしい

んじゃないのということは特にないんですけれど

も、議会ってそういうふうに進めたほうがいいん

じゃないかなというのをちょっと感じたことだけ

言わせていただきます。 

○齊藤委員長 ありがとうございます。 

  先ほども説明したんですけれども、まずは建設

経済常任委員会のほうから提案があったというこ

とですね。国県への要望というだけになると、先

ほども申したとおり、もう国県の支援は一旦以上

入っている状態と。ただ、今報道等に受けられて、

本当に酪農家厳しいということと、自助努力で頑

張っている内容にしても、資金繰りでも銀行がも

うお金が回せるかどうか分からないというぐらい

の危機的なところもあるんですって。それを大規

模農家だけとか小規模農家だけ何とかしてあげて

くれとなってしまうと、やっぱりきついので、市

のほうにもできる限りのものをやっていただけな

いかという内容ですから、１件の酪農家を全て救

ってくれみたいな思いは確かにやり過ぎてしまう

というところもあるんですが、こういったメニュ

ーを４番まで書かせていただいて、特に多分きつ

いのは３番の条項だと思うんです。市に対しては。

それ以外は、皆さんすぐできるとは思うんですけ

れども。なので、そういったところも考えて、市

がこの間の生産本州１位を推し、そして、今後こ

こに書いてあるとおりゼロカーボンで青木地区を

街区にしてやっていくという中での取組の中の一

つもやって、増産を目指して頑張りましょうみた

いな話と、この実情の酪農家が苦しいというとこ

ろが相反しているので、それをやるのも分かるけ

れども、もう少しこの危機的状況を脱するために、

市のほうで何とかできないかという決議を議会で

出したいということなので、幾ら幾ら出してくれ

みたいなところはなくても考えるきっかけにはな

るのかなと。 
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  今回12月補正予算はもう終わってしまうので、

そこに今後すぐ対応できればしてあげてほしいと

いうことで書かせていただいたものです。 

  伸彦さん言うとおり、何でもかんでもあがって

きたから決議を出すというのは、僕も常任委員長

とも話したんですけれども、実情がやっぱり市を

代表する基幹産業の一つという理由と、あと決議

まで持ってくる前には、こちらでも全然話し合え

る内容として協議して今回上げさせていただいた

ので、議会運営委員会のほうとしても重みという

か、そこを持ちながら、あまり決議というのはぽ

んぽん出すもんでもないですから、最上位の意思

ですよということになるので、今皆さんお諮りし

ているという状況なので、内容が別に大丈夫だと

いうお言葉であれば、今の御意見は私のほうでも

真摯に受けとめまして、提出に至れればなとは思

っています。 

  その他ございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 私は、基本的に賛成です。 

  一般質問でも話したとおり、非常に酪農家、畜

産農家の厳しさありますので、こういう形で皆さ

ん議会で一致して、こういう意見書を出すという

ことは非常に重要だと思いますので、私は賛成で

す。 

○齊藤委員長 先ほど遅れて来てから聞いてないん

ですけれども、国県に対する意見書は常任委員会

から、我々は市に対する決議書ということで。 

○小島委員 分かりました。 

○齊藤委員長 今までよりも重たいものを全会一致

でやりたいと思います。 

  じゃ、内容的には大丈夫でしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 局長。 

○増田事務局長 この酪農、畜産という言葉、ちょ

っと調べてみたんですけれども、酪農これ牛です

けれども、畜産は豚や鶏、要は郡司豚とかそうい

ったところもありますけれども、輸入飼料の高騰

というところを受けているところを考えると、そ

ういったものも対象になるという考えでいいんで

すかね。 

○齊藤委員長 一応そこら辺は……。 

○増田事務局長 担当部局から聞かれたときに、ど

こまで議員さんは、牛だけだぞと言われたときに。 

○齊藤委員長 そうですね。基本的にはここの文面

的に僕もそこはちょっと打合せしてなかったんで

すけれども、生乳生産量を誇るところから入って

いるので、基本的には何というか牛というか、肉

牛、乳用牛と、そこから入っていってもらえれば

ということで。 

  実態調査がありますので、それに対してどうい

った影響があるかということと、牛乳、一応これ、

その田村代表ともいろいろ意見言っていたんです

けれども、牛乳のＰＲして牛乳を売るということ

になっちゃうと、また餌あげるようになっちゃう

から、減産するのも手段じゃないですかという話

まではちゃんとしていたんですね。 

  国の補助メニューも牛を育てなければ、その分

の補助も出すというメニューも逆にあるんですよ。

とにかく今を耐えしのごうという話になっている

ので、一応大きく書いちゃっていますけれども、

鶏もかとなっちゃったらすごい数いますから。 

○増田事務局長 じゃ、確認で求められたときは牛

だということで。 

○齊藤委員長 ことのニュアンスで捉えていただけ

ればという話で。 

  一応これをいただいていますけれどもいいんで

すね……。 

〔「牛で」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 牛ということなので、すみません。 
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  こっちでここだけ直しちゃうと、意見書のほう

がずれるので、すみません。統一していきたいと

思っています。 

  そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 じゃ、なければ、この後全協のほう

でも皆さんに紹介をさせていただいて、議案上程

で賛否で何もなければ、この後の議運で状況を諮

って明日発議として出したいと思います。 

  では、こちらの文章でよろしいということで異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ありがとうございます。 

  今言ったとおり、今後のスケジュールは全協で

説明して、明日の本会議上程という形で行ってい

きたいと思います。 

  じゃ、１番の協議事項は終わらせていただきま

す。 

  次に、⑵その他です。 

  何か議案をお持ちの方いらっしゃいますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 なければ、事務局から何かあります

か。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないですか。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○齊藤委員長 じゃ、すみません。以上で第１回目

の議会運営委員会を閉会したいと思います。全協

後にもう一回議運ありますので、お忘れずにお集

まりください。お疲れさまでした。 

 

閉会 午前 ９時４４分 
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